
北
海
道
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
対
抗
戦
で
、
敵
な
し
の
強
さ
を
誇
る
Ｃカ

ン

セ

イ

Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｙ
千
歳
。

選
手
た
ち
が
才
能
豊
か
で
、
か
つ
努
力
家
で
も
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
彼
ら

が
水
泳
に
打
ち
込
め
る
環
境
を
つ
く
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
存
在
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

本
記
事
で
は
、
選
手
と
選
手
を
支
え
る
周
り
の
人
々
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
こ
と
で
、
北
海

道
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
チ
ー
ム
の
強
さ
の
秘
密
に
迫
る
。

Kasuga Sakura

Kurosaki Yura

黒崎 ゆら （高２）

自由形
背泳ぎ

背泳ぎ

〝 今年は一歩、

   それも大股一歩

   前進します！〟

チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
、
練
習
中

に
声
を
出
し
て
士
気
を
盛
り
上
げ
る
こ

と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
僕
自
身
も
、
で
き
る

だ
け
練
習
か
ら
結
果
を
出
し
て
、
レ
ー
ス
で
も

良
い
結
果
を
出
し
て
、
み
ん
な
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
上
げ
て
引
っ
張
っ
て
い
き
た
い
と
い

う
思
い
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
中
３
の
終
わ
り
、
日
本
代
表
と
し
て
韓
国
に

遠
征
し
て
、
そ
の
す
ぐ
後
に
Ｊ
Ｏ
Ｃ(

※
）
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で
初
め
て
全
国
大
会

で
タ
イ
ム
が
出
ず
、
伸
び
悩
ん
だ
時
期
が
あ
り

ま
し
た
。
北
本
コ
ー
チ
と
話
し
合
い
、
結
果
が

悪
く
て
も
そ
の
要
因
を
し
っ
か
り
考
え
て
一
つ

一
つ
改
善
し
て
い
く
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
タ
イ

ム
が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
、
高
校
生
に
と
っ
て

特
別
な
大
会
。
こ
れ
か
ら
出
る
大
会
全
て
が
も

う
最
後
の
大
会
で
、
北
本
コ
ー
チ
と
で
き
る
の

も
最
後
で
す
。
北
本
コ
ー
チ
と
は
小
さ
い
頃
か

ら
十
数
年
、
一
緒
に
や
っ
て
い
ま
す
し
、
保
護

者
に
も
普
段
か
ら
も
、
伸
び
悩
ん
だ
時
期
に
も

た
く
さ
ん
支
え
て
も
ら
っ
た
の
で
、
最
後
に
結

果
を
出
し
て
恩
返
し
し
た
い
で
す
。

小さい頃から、深く考えずに突っ走る選手でした。泳ぎのフォームもあまりき
れいではないので、ちょっと大人になってから後悔しています ( 笑 )。でも、

勢いで行くところまで行けるのも長所でした。
　私の強みは、水泳に限らずこうと決めたらそれに全力で集中できること。この夏
の目標は、インターハイ、ＪＯＣなど、全国大会に全部出て自己ベストを出して、
楽しんで終わりたいです。今までは自由形のみでしたが、今年は高校最後の年とい
うこともあり、北本コーチと相談して背泳ぎにもエントリーしています。
　高校１年生のとき、どれだけ練習しても結果が出ずインターハイにも行けなくて、
何のためにやってるんだろうと思ったこともありました。それでもメンタルトレー
ニングを受けて諦めずに続けていたら、２年生で一歩前進して自己ベストを出せた
ので、その勢いで３年生の今年も、大股一歩くらい前進したいです。

集中したときの力は、誰にも負けません。良くも悪くも、メンタル一つでも
のすごく力を発揮できます。中３の全道中体連が一番ゾーンに入れていて、

自分でも「かっこよかったな」と思えた大会でした。絶対に負けたくない選手が
隣のレーンにいて、相手が年下なので意地を見せたいというプライドもあり、調
子もよく自信もあって、全部重なって爆発しました。
　それまでは苦しい時期が続いていて、体調不良もあって練習もできていません
でした。「もういいかな」と諦めかけていたところで、すごく怖いコーチと大好
きな先輩が助言をくれて、そこからやる気スイッチＯＮ。もちろん北本コーチの
ことも信じて、そうしたら飛び跳ねちゃって、そこから走り切りました。
　この夏は、今までの水泳人生の全部を懸けてレースに挑みます。高１が中途半
端な結果になってしまった年だったので、夏で全て出し切って、最高の結果と最
高の笑顔で終わりたいです。

自由形

この夏は

チーム状態は上向き
戦いの時は来た

集大成

INTERVIEW

INTERVIEW

森
本 
将
太 

（
高
３
）

Morimoto Shota

春日 桜
（高３）

INTERVIEW

強いワケ

01
エースの

存在

左から春日選手、森本選手、黒崎選手。長い間エースを担い、各種の
大会で活躍してきた３人が、この夏に懸ける意気込みを語ってくれた。

〝 最高の結果と

   最高の笑顔で

   終わりたい〟

〝支えてくれた
  人たちに結果で
  恩返しを〟
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進撃の
CANSAY 千歳

カ ン セ イ

※全国 JOC ジュニアオリンピックカップ。

北
海
道
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

チ
ー
ム
は
な
ぜ
強
い
？
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初
め
て
千
歳
の
プ
ー
ル
か
ら
Ｊ
Ｏ
Ｃ
に
選
手
が
行
っ
た
と
き
、

私
た
ち
下
の
世
代
の
保
護
者
に
は
、「
子
ど
も
た
ち
に
、
他
人
事

に
し
て
ほ
し
く
な
い
」
と
の
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
当

時
在
籍
し
て
い
た
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
の
メ
ン
バ
ー
で
、「
ワ

ン
パ
」（
円
陣
を
組
み
、か
け
声
で
士
気
を
高
め
る
儀
式
）を
行
い
、

そ
れ
を
動
画
に
し
て
選
手
に
見
せ
て
、
応
援
す
る
と
い
う
の
を

や
り
ま
し
た
。
ワ
ン
パ
を
通
し
て
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
は
手
の
届
か
な
い

と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
と
認
識
し
て
欲
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　
現
に
そ
の
翌
年
、
ワ
ン
パ
に
参
加
し
た
子
ど
も
の
一
人
が
、
参

加
標
準
記
録
を
切
っ
て
Ｊ
Ｏ
Ｃ
に
行
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
下
の

世
代
の
子
た
ち
に
と
っ
て
も
、
チ
ー
ム
の
誰
か
が
頑
張
っ
た
こ

と
に
対
し
て
、
自
分
は
関
係
な
い
と
思
わ
な
い
よ
う
な
意
識
改

革
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ワ
ン
パ
の
企
画
も
、
み

ん
な
で
喜
び
ま
し
ょ
う
と
い
う
ル
ー
ル
の
押
し
つ
け
で
は
な
く

て
、
保
護
者
の
間
で
自
然
と
で
き
て
い
き
ま
し
た
。
誰
か
一
人

株式会社カンセイ
曙 嘉輝 代表取締役
Akebono Yoshiki

株式会社 S
ス プ レ ス
ouplesse

加納 綾 代表取締役
Kanou Aya

積み重ねてきた努力が、将来の自分の糧になる
選手が頑張る姿に私たちも
力をもらっています

左から春日選手のお母さん、森本選
手のお母さん、お父さん。保護者の
存在なくしてチームは成り立たな
い。選手にとってもコーチにとって
も、最も重要なパートナーだ。

が
言
い
出
し
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。

　
そ
も
そ
も
保
護
者
同
士
、「
こ
の
大
会
の
時
は
こ
う
し
よ
う
」

の
よ
う
な
ル
ー
ル
を
決
め
た
こ
と
は
、
今
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
。
手

間
の
か
か
る
こ
と
で
も
、「
自
分
が
や
り
ま
す
」
と
申
し
出
て
く

れ
る
保
護
者
が
多
く
、「
じ
ゃ
あ
お
願
い
し
ま
す
」
と
素
直
に
甘

え
る
。
そ
う
い
う
感
じ
で
す
ね
。
例
え
ば
、
全
国
大
会
を
前
に

応
援
の
横
断
幕
を
作
っ
て
く
れ
た
保
護
者
が
い
る
の
で
す
が
、
そ

れ
も
誰
に
言
わ
れ
た
か
ら
で
も
な
く
、
み
ん
な
「
何
か
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
な
」
と
常
に
考
え
て
い
る
か
ら
で
、
熱
い
人
が

多
い
か
ら
な
ん
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
話
を
聞
く
と
、「
仲
良
さ
そ
う
で
い
い
な
」
と

か
、
そ
ん
な
理
由
で
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｙ
千
歳
に
入
り
た
い
と
言
っ

て
く
れ
る
子
も
い
る
み
た
い
で
す
。
以
前
、
子
ど
も
と
「
私
た

ち
も
だ
け
ど
、
お
母
さ
ん
た
ち
も
み
ん
な
仲
い
い
よ
ね
」
と
い

う
話
に
な
り
、
親
以
外
の
保
護
者
も
自
分
の
こ
と
を
応
援
し
て

く
れ
る
の
は
、
あ
り
が
た
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。「
応
援
し
た

い
」
と
思
う
の
も
、同
じ
チ
ー
ム
で
ず
っ
と
一
緒
に
や
っ
て
い
て
、

み
ん
な
我
が
子
み
た
い
な
感
覚
に
な
っ
て
き
て
い
る
か
ら
な
ん

で
す
。
特
に
小
さ
な
子
、
昔
か
ら
見
て
い
る
子
が
選
手
コ
ー
ス

に
上
が
っ
て
き
て
、「
伸
び
た
ね
」
と
感
じ
た
と
き
は
、
本
当
に

自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　
プ
ー
ル
に
来
れ
ば
友
達
も
い
る
し
、
気
に
か
け
て
く
れ
る
人

も
い
ま
す
。
家
と
学
校
以
外
に
も
居
場
所
が
あ
る
と
い
う
の
は
、

子
ど
も
に
と
っ
て
も
親
に
と
っ
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

練
習
は
大
変
だ
け
ど
成
長
し
て
い
け
る
し
、
伸
び
て
い
く
の
が

数
字
で
見
え
て
く
る
と
い
う
良
さ
も
あ
り
ま
す
。

美味しいごはんを作って
くれたり、身体のケアを
してくれたり、たくさん
サポートしてくれていつ
も本当にありがとう！あ
たたかい応援にも力をも
らっています。

黒崎選手＆春日選手

PARENT

選 手 か ら
保 護 者 へ

　私も昔はスイマーで、北本君とは大会の競
技役員同士、20 年以上前からの知り合いで
した。ある日、たまたま見つけたチームのイ
ンスタグラムで、北本君が千歳で水泳を教え
ていることを知り、私も千歳と関わる仕事を
していることから「これもご縁だから、何か
力になれることがあったら言ってね」とお声
がけをしました。
　強いチームであるがゆえに、大会への遠征
費がかなりの負担になっていると聞いていた
ので、スプレスがスポンサー協力し、資金を
遠征費や強化費に充ててもらっています。

　水泳は基本的に個を強くするスポーツだと
は思いますが、CANSAY 千歳にはそれに加
えてチーム力もあります。お互い切磋琢磨し
て高め合っていますし、仲の良さも見ていて
感じます。選手たちが頑張る姿を見て、私た
ちも元気や勇気、力をもらっています。
　少子化が進み、チーム存続さえも難しいな
どで、子どもがスポーツをする機会も少なく
なりつつあると感じます。そんな中、千歳に
はこういう素敵なチームがあって、子どもが
水泳に打ち込める環境があるのは、とても素
晴らしいことだと思います。

　温水プールの管理運営は、何よりも利用者
ファーストです。そういう意味では、選手た
ちはお客様でもあるので、大事にしたいと思
い CANSAY 千歳を立ち上げました。何より
も、北本コーチの「強いチームにしたい」と
の熱い思いに、心を動かされました。
　それ以来、選手たちを応援したい一心で
やってきましたが、カンセイの名前を水泳で
広めてもらって感謝していますし、同業者か
ら、「強いチームだね」と言ってもらえるこ
ともあります。我々のような地元企業が地域
のスポーツチームを支えることで、子どもた

ちの地元愛、千歳愛につながっていけばいい
なと思います。やがて「千歳で就職したい」
という思いを、ほんの少しでも持ってくれた
らうれしいですね。
　CANSAY 千歳は上にすごい選手がいて、
伸びしろのある子もその選手たちを目標にし
て頑張っていると感じています。これから挑
む大会では、悔いのないよう、自分の力を出
し切ることが全てだと思います。結果はどう
であれ、積み重ねてきた努力が将来の自分の
糧になるから、今までの練習に自信を持って
挑んでもらいたいです。

最強の
応援団

強いワケ

02
周囲の

サポート

プールサイドには、かつて選手
だった上級生がアシスタントとし
てタイム計測を行う姿も。豊富な
経験を有する OB･OG の存在が、
現役世代に好影響をもたらす。

SWIMMER選手コースと育成コースのスイマーたち。彼らは練習中も決して笑顔を絶やさず、声を
かけ合い、お互いを鼓舞し合う。見る人の心を揺さぶり「応援したい」と思わせるよう
なその姿勢が、自然と周囲にサポーターを形成させるという。

選 手

保 護 者

さまざまな人がさまざまな形でチームに関わり、選手に最高の
力を発揮させるサポート体制を整えていることが、CANSAY
千歳の特徴だ。選手を強力に後押しするサポーターは、彼らに
とって最強の応援団であり、その存在こそが強いチームである
最大の理由でもある。オーナー、スポンサー、そして保護者に、
サポート内容やチームへの思いなどを聞いた。

SPONSOR
ス ポ ン サ ー

「
何
か
で
き
る
こ
と
は
」

保
護
者
に
は
熱
い
人
が
多
い

自
分
の
子
じ
ゃ
な
く
て
も

自
分
の
子
の
よ
う
に
応
援
す
る
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N E X T 　 G E N E R A T I
O N

大注目の新世代！

CANSAY 千歳には数多くの有力選手が在籍するが、彼らが強いのも指導にあたるコーチの存在があってこそ。
コーチの眼には、このチームはどう映っているのか。
選手のことや指導方針のことなど、チームを取り巻く話題について２人のコーチに語ってもらった。

❶スピードも持久力
もある／❷ドルフィ
ンキックを強化し
て、前半と後半の最
初の入りを速くした
い／❸ JOC で金メ
ダルを取る／➍みん
なに尊敬される選手

Ito
Haruto

伊
藤 

大
翔  

小５

❶ 50m の前半を速
く泳げる／❷後半が
落ちやすいので強化
したい／❸ JOC で
決勝に残りメダルを
取る／➍周りを見て
気遣いができる選手

Naganuma
Sakura

長
沼 

さ
く
ら  

小６

❶ 50 ｍの後半が得
意／❷前半の入りを
もっと速くしたい／
❸ JOC でメダルを
取る／➍みんなから
頼られる選手になり
たい。自信あり！

Nakajima
Fuuka

中
島 

風
香  

小６

強いワケ

03
名伯楽

北本コーチ

強いワケ

04
台頭する
若い力

志を共にするコーチ陣。左から、谷内
コーチ、北本コーチ、前田コーチ。

北本コーチに聞く！

CANSAY 千歳の“今”
うちには最初から速い選手、いわゆる天才はいません。み

んな半端じゃないほど練習しています。やっぱり人とし
てちゃんと育ってこないと結果も出ないし、速くても態度がよ
くない子は周りから嫌われて伸びなくなっていきます。ですか
ら僕も怒るときは本気で怒りますし、「自分だけでやっている
と思うな」と選手たちには言い続けています。水泳だけでなく
将来にもつながるように。競技力だけで送り出せるのも一つか
もしれませんが、スイミングスクール、いわば学校なので、人
間力、水泳を通じての人間形成を大切にしています。

❶ 泳ぎの強みは？　❷ 逆に課題は？
❸ 今年の目標は？　➍ どんな選手になりたい？Q

CANSAY 千歳
北本 剛毅 コーチ
Kitamoto Gouki

４歳から６歳まで一緒にやって、１年だけ違うコー
スで、そこからずっと一緒です。我慢しながら頑

張るタイプの子で、初めて行った合宿で親と５日間くら
い離れたときも、合宿中は我慢するけど、家に帰った途
端にガーっと泣いていた。そういう子でした。頑張る子
だったから、ひたすら泳がせたんです。「絶対小学生の
メニューじゃないだろう」くらいに。なぜかというと、
上の速い子たちに合わせていたからなんです。それでも
歯を食いしばって、上級生たちについていったんです。
　中学生になると身体も大きくなって、力もついて開花
してきました。当時はコロナ禍で、その頃から「中２で
全国中学に行かないと、中３の全国では戦えないよ」と
いう話をずっとしていました。実際に中２で初めて全国
中学に行って、中３で決勝に残って、いろいろな経験を
共にして一緒に歩んできましたね。中３では全国中学の
決勝進出だけでなく、国体にも初めて選ばれて、しかも
入賞して賞状をもらった。卒業の直前には、日本代表に
もなった。いろいろ詰まったのが中３でした。
　それが高校生になってから、絶望的に伸びなくなった
時期があって、本当にそこがきつかったですね。筋力が
ついた代わりに持久力が失われて、後半に伸びるタイプ
だったのに、今は後半の泳ぎが苦しい。これはちょっと
時間がかかるなと。それでも、高校生の生活リズムに少
しずつ慣れてきたのもあると思いますし、一昨年からメ
ンタルトレーニングを受けてからは大分変わって、そこ
で去年、久々にベストタイムが出たんです。今年の１回
目の長水路（50 ｍプール）の大会では、そこからさら
にベストを大きく更新してきました。だから、何とか間
に合ったかな、という感じですね。
　本当にずっと一緒にやってきた子ですし、いろいろな
ところに導いてきたし、導かれてもきました。高校最後
の夏、順位ももちろん大事ですが、本人がしっかり納得
できるよう、このチームでやってきたことに満足して終
われるようにしてあげたいです。

2018 年、全国 JOC ジュニアオリン
ピックカップの参加標準記録を初め
て突破した、小学４年時の森本選手。
長くチームを牽

けん
引してきたエースが

今年、高校最後の夏に挑む。

コーチの眼

コーチの視点を通して
チーム像を深掘り

３人は僕の担当クラスで最初
に主力になってくれた世代、
全国大会を初めて現実のもの
にしてくれた世代です。全国
で戦うようになると、そう簡
単にうまくいかないことも出
てくるはず。そこで折れずに
工夫をして壁に立ち向かい、
さらに強くなって、いずれは
北海道を代表するような選手
になってもらいたいです。

壁を乗り越えよう！

CANSAY 千歳
前田 悠登 コーチ
Maeda Yuto

CANSAY千歳は、保護者中心のチーム。
トップチームからそうやって作って

きています。選手との信頼関係はもちろ
ん大切ですが、一番は保護者との信頼関
係だと思っていますし、何事も保護者に
理解してもらわないと成り立ちません。
プールへの送迎だってそうだし、遠征も
そう。合宿一つやるにもバスの運転をし
てくれたりとか、保護者が来て寮母さん
をやってくれたりとか、こんなチームは
ほかにないんです。そういうチームを、
僕は作りたかったから。
　僕には自慢できることが一つあって、
人との出会い、良いです。巡り合わせが、
運がいいんです。昨年、僕がプールの施
設長になってから、昔から一緒にやって
いたメンバーが戻ってきてくれましたし、
コーチの前田も選手コースで教えたいと
言って来てくれたんです。前田と谷内の
指導もあり、下の世代の選手も育ってき
ました。有望な選手が集まってくるのも、
最初からそうだったわけじゃなくて、そ
うさせるようなチームづくりを長い間続
けてきたからなんです。

競技力だけでなく、人間力をつくる

キャプテン森本選手との二人三脚

こんなチームは、ほかにない

P E R S P E C T I V E
考えることで、選手たちに自主性を

何かをやると決めたとき、覚悟を決
めたとき、取り組むことを増やす

人も多いです。僕はそうじゃなくて、何
かを減らすことを考えろ、効率を考えろ
と言います。適材適所を考えて、いろい
ろな発想をしっかり持つ。その自主性が
次につながると思っています。
　最近は、僕がその子に全然合わない練
習を出したときに、「私はこうしたい」
とみんなが言うようになってきたから、
「ＯＫ！」と言って任せることもありま
す。「〇〇をやれ」と言うことも時には

あるけれども、基本的に僕からは言いま
せん。選手たちが自分から言ってくるま
で待ちます。言ってくれれば、それに合
わせた練習メニューも作るし、高校生に
もなると自分で考えたりもするし。
　一見、この１年は放置気味に見えるか
もしれませんが、あえてそうしています。
選手が自分で考え、話し合う。目標を立
てて、やるべきことを逆算して書いて、
大会が終わるたびにみんなノートを提出
してくる。そうやって、いろいろな方法
でアプローチをしています。


